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　玉川大学教育博物館のはじまりは、玉川学園が創立された昭和4年のわずかな教材標本にあ

ると言えます。昭和44年、「学園創立40周年記念展」を契機として、大学図書館内に「教育

博物館資料室」が開室され、昭和62年には、内容の充実と展示スペースの拡大を図り、現在

の施設に移転。そして平成8年、大学附置機関に改組・移行し、「玉川大学教育博物館」とな

りました。

　現在、日本教育史資料、芸術資料・民俗資料・考古資料・シュヴァイツァー関係資料、そし

て創立者小原國芳関係資料、校史関係資料、さらに『ジョン・グールド鳥類図譜』（デジタル

ライブラリー含む）、東方正教会で敬拝される「イコン」（聖像画）のコレクションやイタリア

の17世紀から19世紀にかけての絵画などを加え、多彩な分野にわたる3万点以上の貴重な資

料を収蔵するにいたりました。

　先人の文化遺産に直接触れ、それに触発され、未来への創造の糧となるように、この中から、

毎年約500点を精選して、広く学内外に公開展示しています。また、独自の企画展も随時開

催しています。

教育博物館の利用

　教育博物館で収蔵する資料は、教育史資料と美術資料が主な柱になっていますが、ほかにも

人文系のさまざまなものが含まれています。

　また、学芸員資格取得を希望する皆さんのための実習の場としても利用されています。

　文献資料を所蔵する図書館と並んで、実物資料を所蔵する博物館を車の両輪として、勉強・

研究のために役立ててほしいと思います。授業の合間や実験・実習に疲れたときのリフレッシュ

に、ちょっと博物館で知的気分転換を、という利用も歓迎します。なお、博物館が学園中学年

校舎に接していることから、利用にあたっては中学年の教育環境を乱さないような配慮をお願

いします。

本　館

　学園の一番奥まったところにある、中学年校舎の一画に位置しています。館内には2つの展

示室があり、第1展示室には歴史系の資料を、第2展示室には美術資料を展示しています。

分　室

　礼拝堂横、創立者・小原國芳の旧宅である小原記念館内にあります。昭和4年の開校以来、

今日までの学園の歴史資料約3万5000点が保存されています。小原國芳関係資料も数多く含

まれており、これらを基にしてさまざまな目録や年譜が作成されています。

○利用の際は、必ず事前に本館へ電話をしてください。

　Tel：042（739）8656

教育博物館
　キャンパス内ミュージアム

月～金曜日　　9：00～ 17：00　（入館は16：30まで）
＊休館日　　土・日・祝日・大学が定める休日・展示替期間・その他館長が必要と認める日

開館時間

教育博物館ホームページ
http://www.tamagawa.jp/research/museum/


